
広報 小美玉
1

小 美 玉

第46号
目 次

〒319-0192 小美玉市堅倉835番地　TEL 0299-48-1111　FAX 0299-48-1199　●ホームページ http://www.city.omitama.lg.jp/

発行日 22.1.14

『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”

新年のあいさつ
農業委員会委員一般選挙
税の申告受付がはじまります
（祝）茨城空港開港記念シンポジウム
お!みた!まちづくり
わだい
情報ガイド
けんこうビュー
四季の歌
第２回小美玉ゆめ未来芸術展

……………………………………………2
……………………………5
…………………6～9

…………10
………………………………………13

………………………………………………14・15
…………………………………………16・17
……………………………………………19

……………………………………………………20
……………………22

　12月19日、20日の２日間、市内５会場（８ブロック）において、「第
３回小美玉市長杯少年サッカー大会」が開催され、32チームが参加
出場し熱戦を繰り広げました。
　大会２日目は、風も少なく朝から絶好の日和となり、決勝に勝ち残っ
た８チームの選手が、指導者や保護者の大きな声援を受け、懸命に
ボールを追いかけ得点を競い合いました。
　本市で決勝大会に進んだジュベニールと玉里は、惜しくも決勝戦
に進むことはできず、優勝は牛久二小と中丸の間で争われましたが、
２日間を戦った強い精神力や経験は、次大会に大きな力となること
でしょう。

育て、未来のJリーガー!!
第3回小美玉市長杯少年サッカー大会
育て、未来のJリーガー!!

第3回小美玉市長杯少年サッカー大会
育て、未来のJリーガー!!

第3回小美玉市長杯少年サッカー大会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
平
成

満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
2222
年
の
初

年
の
初

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
で
21
世
紀
も
10
年

の
節
目
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
内
外
共
に
多
事
多
難
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
私
自
身
、

平
成
18
年
4
月
に
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
信
託
を
い
た
だ
き
、
小

美
玉
市
の
初
代
市
長
に
就
任
し
、

以
来
、
新
市
の
礎
を
築
く
べ
く
、

政
治
理
念
で
ご
ざ
い
ま
す
「
対
話

と
協
調
」
の
も
と
、
市
民
参
加
の

開
か
れ
た
市
政
と
輝
け
る
新
た
な

交
流
都
市
づ
く
り
構
想
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
小
美
玉
市
総
合
計

画
に
基
づ
き
「
人
が
輝
く 

水
と
緑

の
交
流
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て

全
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
行

財
政
改
革
の
推
進
・
自
治
基
本
条

例
の
制
定
・
高
齢
者
福
祉
計
画
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
当
市
の
市
政
運
営
に

お
け
る
「
基
礎
・
基
盤
」
と
い
っ

た
土
台
が
整
備
さ
れ
た
4
年
間
で

あ
り
、
こ
の
「
基
礎
・
基
盤
」
の

う
え
に
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

第
一
歩
と
し
て
、
3
月
11
日
に
い

よ
い
よ
茨
城
空
港
が
開
港
い
た
し

ま
す
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

地
方
空
港
を
取
り
巻
く
問
題
も
と

り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆

さ
ま
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
一
番

機
が
飛
び
立
つ
様
を
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

茨
城
空
港
の
開
港
に
よ
り
、
首
都

圏
の
航
空
需
要
の
一
翼
を
担
う
空

港
と
し
て
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
新

た
な
流
れ
が
生
ま
れ
、
空
港
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
な
ど
新
た
な
産
業
の
集

積
に
繋
が
る
こ
と
で
当
地
域
の
振

興
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
生
活
や
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
引
く

景
気
の
低
迷
を
受
け
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
「
豊
か
さ

が
実
感
で
き
な
い
、
合
併
効
果
が

実
感
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
声
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
市
政
を
預
か

る
身
と
い
た
し
ま
し
は
、
そ
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
閉
塞
感
漂

う
現
状
を
打
破
す
べ
く
最
大
限
の

努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
劇
的
な
変
化

や
性
急
な
成
果
を
あ
え
て
求
め
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
く
て
も
着
実
な

一
歩
を
踏
み
出
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
言
う
な

れ
ば
„
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
た“

市
政
運
営
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
「
共
に
汗
を
か

き
（
共
汗
）、
そ
の
成
果
を
共
に
歓

び
（
共
歓
）、
共
に
豊
か
さ
を
実
感

（
共
感
）
で
き
る
」
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

れ
を
念
頭
に
市
の
目
指
す
将
来
像

で
あ
る
「
人
が
輝
く　

水
と
緑
の

交
流
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
引

き
続
き
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
11
日
に
、
そ
の
年
の

世
相
を
一
字
で
表
す
漢
字
に
『
新
』

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
選
定
理
由
の

一
つ
に
未
来
へ
の
新
、
新
た
な
時

代
が
は
じ
ま
る
予
感
と
あ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
し
い
年
に
新
し
い
夢
と

希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
元
気
で
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
ご
活
躍
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
市
政
運
営
に
対

し
ま
し
て
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

小美玉市長

島 田 穣 一
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次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
き
、
本
市
の
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
成
し
、
ま
た
子
育
て

家
庭
を
支
援
す
る
た
め
に
推
進
す
べ

き
施
策
の
方
向
と
、
具
体
的
な
取
り

組
み
お
よ
び
そ
の
目
的
を
定
め
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
地

域
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
育
て

支
援
を
進
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。

　

市
民
1
人
1
人
が
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
地
域
全
体
で
個
人
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
ま
た
、
食
に
関
す
る
意
識
を
高

め
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
食
習

慣
の
形
成
と
と
も
に
、
誰
も
が
食
を

通
じ
た
豊
か
な
人
間
形
成
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
、
関
係
機
関
、
関
係
団

体
、
行
政
が
連
携
し
て
健
や
か
で
心

豊
か
な
生
活
を
育
む
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
指
針
と
し
ま
す
。

　
　

内
線
3
2
2
6

　

FAX
5
8
-4
8
4
6

　

E
メ
ー
ル

　
　

fukushi@
city.om

itam
a.lg.jp

　

〒
3
1
9
-0
1
3
2

　

小
美
玉
市
部
室
1
1
0
6

　

☎
4
8
-0
2
2
1

　
　

内
線
4
0
0
1

　

FAX
4
8
-0
0
4
4

　

E
メ
ー
ル

　
　

kenko@
city.om

itam
a.lg.jp

　

11
月
24
日
、
小
川
消
防
団
第
５
分

団
に
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
最

新
の
機
能
を
備
え
て
お
り
、
さ
ら
に

迅
速
な
消
火
作
業
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

分
団
の
皆
さ
ん
は
、
早
速
、
新
し

い
消
防
車
の
試
運
転
を
行
い
、
万
一

災
害
が
発
生
し
て
も
、
直
ち
に
活
動

で
き
る
よ
う
操
作
の
習
熟
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
の
ほ
ど
次
の
2
つ
の
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
よ
り
良
い
計
画
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

各
計
画
案
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
庁
舎
お
よ
び
各
総
合
支

所
、
四
季
健
康
館
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
意
見
と

と
も
に
氏
名
ま
た
は
団
体
名
お
よ
び
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
便
、
電

子
メ
ー
ル
に
て
各
担
当
課
ま
で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
閲
覧
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
回
収
箱
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

 

●
意
見
を
募
集
す
る
事
案

※ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
日
本

語
で
は
「
意
見
公
募
手
続
」
と
訳
さ

れ
ま
す
。
重
要
な
事
案
等
の
策
定
に

あ
た
り
、
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
事
前
に
案
を
公

表
し
、
市
民
か
ら
の
提
出
さ
れ
た
意

見
を
考
慮
し
て
、
意
思
決
定
を
行
な

う
と
と
も
に
、
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き

を
い
い
ま
す
。

 

●
公
表
資
料
の
閲
覧
場
所

　

本
庁
舎
、
小
川
総
合
支
所
、
玉
里

総
合
支
所
、
四
季
健
康
館
の
玄
関
ロ

ビ
ー
、
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

●
意
見
募
集
期
間

　

１
月
25
日（
月
）〜
２
月
19
日（
金
）

 

●
提
出
方
法

　

意
見
提
出
用
紙
に
ご
意
見
と
と
も

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
回
収
箱
に
投
函
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

担
当
課
に
直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

 

●
郵
送
・
問
い
合
わ
せ　

　

〒
3
1
1
-3
4
3
6

　

小
美
玉
市
上
玉
里
1
1
2
2

　

☎
4
8
-1
1
1
1

⑴ 

小
美
玉
市
子
育
て
・

子
育
ち
支
援
計
画（
案
）

⑵ 

小
美
玉
市
健
康
増
進
計
画
・

小
美
玉
市
食
育
推
進
計
画（
案
）

⑴ 

福
祉
事
務
所　

社
会
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
室（
玉
里
総
合
支
所
内
）

⑵ 

小
美
玉
市　

保
健
福
祉
部

　

健
康
増
進
課（
四
季
健
康
館
）

広報おみたま　平成 22年 1月 14日

〜
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜
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善
意
を
あ
り
が
と
う

○
小
美
玉
市
認
定
農
業
者
協
議
会

（
幡
谷
邦
雄
会
長
）

…
…
…
…
花
の
苗
を
1
，2
0
0
株

　

産
業
祭
で
の
益
金
か
ら
、「
子
ど

も
た
ち
に
花
を
育
て
る
心
を
育
ん
で

ほ
し
い
」と
花
の
苗
を
購
入
し
、
市

内
の
各
小
学
校（
12
校
）へ
寄
贈
。

○「
小
美
玉
カ
ラ
オ
ケ
の
集
い
」

　

実
行
委
員
会
…
…
…
…
…
3
万
円

　

吉
勝
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

の
益
金
か

ら
、
小
美
玉

市
芸
術
文

化
振
興
基

金
へ
寄
附
。

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ト
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
部
分
を
そ
の
ま

ま
利
用
し
、
つ
り
の
部
分
を
肩
に
掛

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
と
、
ア
イ

デ
ア
に
富
ん
だ
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
位　

堀
口　

保
子
さ
ん　
　
　

　

2
位　

立
原　

幸
子
さ
ん　
　
　

　

3
位　

櫻
井　

文
子
さ
ん

の
部
に
出
品
し
、受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、「
菊
づ
く
り
は
夫
か

ら
教
わ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
日
照

不
足
等
で
、
大
会
に
開
花
を
合
わ
せ

る
の
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
作
品
が

高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
で
す
」と
感
想
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

第
4
回
小
美
玉
市
民
文
化
祭
開
催

中
の
11
月
2
日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
消

費
生
活
展
」（
小
美
玉
市
消
費
生
活
の

会
小
川
支
部
小
川
く
ら
し
の
会
主
催
）

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン

テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン

テ
ス
ト
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、

約
20
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
々

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
資

源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
」の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
進
め
て
お
り
、
大

曽
根
副
会
長
は
、「
子
ど
も
の
古
着
を

利
用
し
、
そ
で
の
部
分
を
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
れ
に
し
た
り
、
つ
り
ス
カ
ー

上
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
、
平
成
16
年

か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

の
会
長
と
し
て
同
協
議
会
の
運
営
推

進
や
地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
美
玉
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
福
祉
活
動
や
事
業
へ
の
協
力
な

ど
長
年
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
全
国
か
ら
格
調
高

い
最
高
レ
ベ
ル
の
菊
花
作
品
約

3
0
0
0
点
が
そ
の
優
雅
さ
を
競
い

あ
う「
第
45
回
全
日
本
菊
花
連
盟
全

国
大
会
花
巻
大
会
」が
岩
手
県
花
巻

市
で
開
催
さ
れ
、
西
郷
地
の
小
林
治

代
さ
ん
が
見
事
、
農
林
水
産
大
臣
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
菊
栽
培
暦
25
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
3
年
前
に
も
同
大

会
の
大
掴
み
部
門
で
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
、
切
り
花
三
花
組
部
門
で
も
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
に
は
、
14
部
門
53
種
目
あ

る
中
の
切
花
の
競
技
花「
花
巻
鞠
子
」

　

総
務
大
臣
表
彰

眞
家　

文
雄
さ
ん（
上
吉
影
）

　

選
挙
制
度
１
２
０
周
年
記
念
表
彰

に
お
い
て
、眞
家
文
雄
さ
ん（
上
吉
影
）

が
総
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

眞
家
文
雄
さ
ん
は
、
平
成
9
年
3

月
か
ら
現
在
ま
で
の
12
年
8
カ
月
に

わ
た
り
、
旧
小
川
町
お
よ
び
小
美
玉

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、

平
成
20
年
2
月
か
ら
は
同
委
員
長
職

務
代
理
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の

間
に
数
多
く
の
選
挙
の
管
理
執
行
に

精
励
し
、
ま
た
選
挙
の
啓
発
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

竹
内　

昌
信
さ
ん（
竹
原
中
郷
）

　

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た「
平
成

21
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
」に
お

い
て
、
竹
内
昌
信
さ
ん（
竹
原
中
郷
）

が
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
12
月
か

ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
20

年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
の
福
祉
向

◆
高
齢
者
叙
勲

　

旭
日
双
光
章

　
　

元
小
川
町
議
会
議
員

　
　

元
小
川
町
農
業
委
員
会
長

田
山
一
男
さ
ん（
飯
前
）

　　

田
山
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
3
月
に

小
川
町
議
会
議
員
に
就
任
し
、
以
来

6
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
産
業

経
済
の
振
興
と
自
治
振
興
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
26
年
5
月
に
白
河
村

農
業
委
員
会
委
員
に
就
任
し
、
以
来

13
期
、
実
に
37
年
2
カ
月
の
長
き
に

わ
た
り
白
河
村
お
よ
び
小
川
町
の
農

業
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
経
済
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
、
水
道
事
業
審
議
会

会
長
、
石
岡
台
地
土
地
改
良
区
理
事

な
ど
を
歴
任
し
、
農
業
施
策
等
の
啓

蒙
普
及
、
農
業
経
営
の
合
理
化
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
の
大
菊
が
全
国
大
会

で
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
く

市
消
費
生
活
の
会
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施左から大曽根副会長、桜井さん、堀口さん、

立原さん、福島会長

平成 22年 1月 14日　広報おみたま
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2月28日（日）は小美玉市農業委員会委員一般選挙の投票日です
■投票される方へ　　○小美玉市農業委員会委員一般選挙の概要

今回投票ができる方
（選挙権がある方）

平成21年度の小美玉市農業委員会委員選挙人名簿に登録されている方
・ 21 年１月１日現在で調製され、同年３月 31 日をもって確定した名簿に登録されてい
る方が対象となります。※ 22年度調製の名簿ではありません

・登録されている方には、投票所入場券を郵送します。

選挙区および定数 小美玉市（全域）　定数 20人

投票日および投票時間 2 月 28日（日）　午前 7時　から　午後 6時　まで

※ 告示日に立候補者が定数（20名）を超えない場合は、投票を行いません。

○投票区・投票所一覧 ※　＊の付いた地区は、前回の衆議院議員総選挙（平成21年8月30日執行）と投票場所が
異なりますのでご注意願います。

投票区
番号 投　票　所　名 主　な　地　区　名 投票区

番号 投　票　所　名 主　な　地　区　名

1 小美玉市役所 堅倉  大曲  仲丸  西明地 16 宮田新農村集落センター 宮田

2 JA 美野里町堅倉支所 上小岩戸  小岩戸  先後 17 旧野田幼稚園 稲荷坪  野田本田  新林
野田古新田  隠谷  鷺沼  伏沼

3 西郷地公民館 西郷地  橋場美  清風台 18 佐才地区コミュニティーセンター 佐才
4 三箇公民館 上鶴田  下鶴田  長砂  三箇 19 世楽ふるさとコミュニティーセンター 世楽

5 農村女性の家
納場  部室  江戸  寺崎  張星 20 上吉影公民館 上吉影  前原
* 羽刈  * 北浦 21 上合公民館 上合  飯前  前野
* 江戸住宅  * 五万堀 22 下吉影小学校 下吉影本田  下吉影宿  下吉影荒地

6 手堤新農村集落センター 手堤  大笹  高田 23 貝谷公民館 貝谷  下吉影古新田  下吉影南原
7 柴高田園都市センター 柴高 24 与沢地区新農村集落センター 与沢  羽木上  与沢百里
8 竹原幼稚園 竹原  竹原下郷  中野谷 25 外之内公民館 外之内
9 竹原中郷区公民館 竹原中郷  上馬場 26 倉数公民館 倉数川前  倉数川向

10 希望ヶ丘区公民館 花野井  小曽納  中台  希望ヶ丘 27 山野公民館
山野  川戸
* 田中台  * 小川ニュータウン

11 羽鳥公民館

駅前  羽鳥  高場
28 山川ふるさとコミュニティー

センター 山川  清水頭  百里自営  百里開拓
*脇山  * 花館  * 中峰
* 大谷  * 十二所  * 金谷久保

29 小美玉市役所
玉里総合支所

*上高崎　*下高崎
*東平  * 羽刈前  * 旭 
* 羽鳥市営住宅 大宮　第二東宝　松山　玉里中台

12 小美玉市役所
小川総合支所

*本田町  * 中田宿  * 大町  * 橋向  
* 横町  * 川岸

30 玉里北小学校
（学童保育施設）

*田木谷駅前　
田木谷　新田木谷　栗又四ケ　
みどり野*坂上  * 坂下  * 二本松

13 立延公民館 立延
*第三東宝　*玉里団地
*野村田池　*新高浜第一
*新高浜第二

14 小塙公民館 下馬場  小塙  幡谷
31 玉川地区学習等

供用施設（学習室）

岡　大井戸平山

15 下田（一）ふるさと
コミュニティセンター 中根  下田（一）  下田（二） *川中子

○当日投票に行けない方は　　期日前投票をご利用ください。
期日前投票の
期間および時間

2 月 22 日（月）から 27日（土）　6日間
午前 8時 30分から午後 8時まで

期日前投票の場所 小美玉市役所本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所

■立候補される方へ　○立候補予定者説明会、立候補届出、立候補の条件について
立候補予定者説明会 ２月１日（月）午後２時から　　小美玉市役所本庁舎２階第２会議室

立候補届出 ２月21日（日）午前８時30分から午後５時まで　小美玉市役所本庁舎２階第２会議室

立候補できる方

※　　　　　　　　
右の①～③の条件を
全て満たしている方

①小美玉市に住所を有する方 ②満 20歳以上の方 ③次のいずれかに該当する方
　（1）10アール以上の農地について、耕作の業務を営む方
　（2）10アール以上の農地について、耕作の業務を営む同居の親族またはその配偶者
　（3）10アール以上の農地について、耕作の業務を営む農業生産法人の組合員または社員
　 ※　外国人の方も上記の条件を満たしていれば被選挙権を有します。
　 ※　選挙人名簿に登録されていない方も上記の条件を満たしていれば被選挙権を有します。

【問い合わせ】小美玉市選挙管理委員会事務局（総務課内）☎４８－１１１１　内線 1282・1283　FAX４８－１１９９

〔 〕
広報おみたま　平成 22年 1月 14日
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①小 川 会 場 … 小美玉市役所  小川総合支所  裏側の建物１階

②美野里会場 … 小美玉市  美野里公民館  １階大会議室

③玉 里 会 場 … 小美玉市役所  玉里総合支所  １階玄関ロビー

①給与所得者の方で、年末調整が済んでいない方

②事業所得（農業・営業・不動産）がある方

③土地や建物を売却した収入がある方

④医療費控除を受ける方

⑤一時所得や雑所得があった方

⑥平成 21年中に一定のローンでマイホームを新・増築 または 購入された方（住宅借入金等特別控除）

市役所や税務署から申告書の通知がなくてもその年の状況や所得の内容で、住民
税や所得税の申告が必要な場合がありますのでご注意ください。

　２月 16日（火）から、住民税・所得税の申告受付がはじまります。
　今年も市内 3 会場で申告相談を受付けますので、ぜひご利用ください（日時・会場については
ページの日程表（地区の指定日について）をご覧ください）。
　開催期間の『午前の受付』は、各会場とも来場者が集中するため大変混雑し、お待ちいただく
時間が長くなることが予想されますのであらかじめご了承ください。

① 受付期間 … ２月 16 日（火）～３月 15日（月）の平日
　 ※ ただし、２月 20日（土）、2月 27日（土）は通常どおり申告相談を実施します。

② 受付時間 … 午前８時 30 分～午後４時
　 ※ ただし、3月５日（金）と 3月 12日（金）に限って、午後の受付時間を午後７時まで延長します。

　 ※申告会場内の警備の都合上、早朝から特に開場し受付を開始することはしません。

③ 相談時間…【午前の相談】午前１１時までに受付した方が終了するまで
　 　　　　　【午後の相談】午後１時から開始し、午後４時までに受付した方が終了するまで

　 ※ただし、３月５日（金）と３月12日（金）は、午後の相談を午後７時までに受付した方の終了までとします。
　 ※午前 11時までに受付をされた方でも、当日の混雑状況により『午後の相談』となる場合があります。

※ 各会場とも共通

※ 市内 ３カ所 で実施

注

平成２１年分の住民税・所得税の
申告受付がはじまります

平成２１年分の住民税・所得税の
申告受付がはじまります

平成２１年分の住民税・所得税の
申告受付がはじまります

１．実　施　場　所

２．実　施　要　領

３．申告が必要な方（例）

平成 22年 1月 14日　広報おみたま
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①事業所得者（農業・営業・不動産）の方については、あらかじめ収入と支出の内訳を費目ごとに集計し『収
支内訳書』へ記載したうえで、申告されますようお願いします。

②この申告内容が平成 22 年度の市県民税や国保税等の算定基礎となりますので収入が無かった方も申告さ
れますようお願いします。

③医療費控除の適用を受ける場合は、事前に年間医療費を計算し所定の『医療費の明細書』に記載したうえ
で申告されますようお願いします。

④青色申告・消費税申告・贈与税申告は、市の 3会場では一切受付できませんので、水戸税務署の署外会場（茨
城県職業人材育成センター）で申告してください。

印かん・給与や年金の源泉徴収票・支払証明書・国民年金保険料領収書・生命保険料および損害保
険料・控除証明書・口座番号がわかるもの・医療費控除を受ける場合は病院や薬局等の領収書など

上記『主なもの』のほか、事業の収入と支出がわかるものなど

上記『主なもの』のほか、建物の登記簿謄本・住民票抄本・年末残高証明書・業者との契約書
（ケースによりご用意いただく書類に違いがありますので不明な場合は事前にお問い合わせください。）

主　な　も　の

事 業 所 得 者

住宅借入金等
特 別 控 除

※ 下記はあくまで一例であり、申告の内容により違いがあります。

①住民税の申告、一般的な所得税の申告についてのお問い合わせ先は…
　小美玉市役所  総務部  税務課  市民税係
　　☎４８－１１１１　内線 1124 ・ 1123　
②所得税、消費税、贈与税の申告全般についての電話によるお問い合わせ先は…
　水  戸  税  務  署　☎０２９－２３１－４２１１
※期間中の申告会場は水戸税務署ではなく『茨城県職業人材育成センター』です。

会　場　名

受付の期間

受付の時間

相談の時間

受付の内容

水 戸 税 務 署小　美　玉　市　内

２月 16日（火）～３月 15日（月）の平日 
※ただし、２/20（土）と２/27（土）は平常どおり開催します

2月8日（月） ～ 
　3月15日（月）の平日
※ただし、2/21（日）と2/28（日）は開催

午前９時 ～ 午後４時

時間内に受付をした方の
終了まで

◆全ての所得税申告

◆消費税申告

◆贈与税申告

午前８時30分～午後４時 
※ただし、 ３/５（金）と３/12（金）に限っては 『午後の受付』 を午後７時まで延長します

《午前の相談時間》 午前 11 時までに受付をした方が終了するまで
《午後の相談時間》 午後１時から相談を開始し、午後４時までに
　　　　　　　　 受付をした方が終了するまで
※ただし、 ３/５（金）と３/12（金）の 『午後の相談』 は午後７時までに受付をした方が終了するまで

◆ 全ての住民税申告
◆ 一般的な所得税申告 （白色の 農・工・商 事業者や不動産所得が
　ある申告、還付申告全般）
※青色申告・消費税申告・贈与税申告は、市の３会場では受付
　できませんので水戸税務署で申告願います

４．持参いただくもの

５．注　　意

６．申告に関する問い合わせ

7. 実施の詳細について

広報おみたま　平成 22年 1月 14日
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立延・中根・下田・宮田
稲荷坪・野田本田・新林

下吉影宿・荒地・本田・貝谷・南原
古新田・百里自営・開拓・清水頭

本田町・中田宿・大町・川岸
橋向・横町・坂下

羽木上・幡谷・山野・田中台
小川ニュータウン

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

与沢・倉数川前
倉数川向・与沢百里

上鶴田・下鶴田
竹原下郷・中野谷

上馬場・竹原中郷
希望ヶ丘・花野井

野田古新田・隠谷・鷺沼
伏沼・世楽

堅倉・仲丸・大曲・西明地

西郷地・清風台・橋場美

上小岩戸・部室・納場・寺崎

羽刈・北浦・五万堀

通常通り受付（地区指定なし）

江戸・江戸住宅・大笹

柴高・長砂・三箇・高田・手堤

金谷久保・脇山・高場

駅前・旭・市営住宅・花館

十二所・大谷・中峰

通常通り受付（地区指定なし）

東平・羽刈前・羽鳥

小岩戸・先後・張星

竹原・小曽納・中台

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

佐才・上吉影

飯前・前原・上合・前野

通常通り受付（地区指定なし）

外之内・川戸・山川

坂上・二本松・下馬場・小塙

通常通り受付（地区指定なし）

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

下玉里・川中子

下玉里・川中子

高崎

高崎

通常通り受付（地区指定なし）

栗又四ケ・東田中

栗又四ケ・東田中

栗又四ケ・東田中

栗又四ケ・東田中・田木谷

田木谷

通常通り受付（地区指定なし）

上玉里

上玉里

上玉里

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

会　場　名

場　　　所

2月16日

2月17日

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月24日

2月25日

2月26日

2月27日

2月28日

3月  1日

3月  2日

3月  3日

3月  4日

3月  5日

3月  6日

3月  7日

3月  8日

3月  9日

3月10日

3月11日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

閉　　場閉　　場 閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

茨城県職業人材育成センター小川総合支所 裏側の建物１階 玉里総合支所１階 玄関ロビー美野里公民館１階 大会議室

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

通常通り受付（地区指定なし）

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

通常通り受付（地区指定なし）

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

水戸税務署（署外会場）玉 里 会 場美 野 里 会 場小 川 会 場

8. 地区の指定日について

平成 22年 1月 14日　広報おみたま
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2 月 8日（月）～ 3月 15日（月）
※平日（月～金）以外でも、2月21日（日）・
28日（日）に限り、確定申告の相談・
申告書の受付を行います。

午前 9時～午後 4時

確定申告会場案内図

水戸税務署の申告会場は

『茨城県職業人材センター』
　　　　　　　　　　　　   です！

50

茨城県三の丸庁舎

中央郵便局 いばらき就職支援センター 三の丸
ホテル

変電所

JR水戸駅
至 日立

至 大洗至 大洗至 土浦至 土浦

至 土浦 JR常磐線

税務署

JR常陸青柳駅

（茨城県職業人材育成センター）

JR水郡線
至国道6号

市民プール
体育館

那珂川
バス停

市民プール入口

市場

茨城新聞社

至国道349号

至 笠間

水府橋

申告会場

開設期間

受付時間

問い合わせ

※確定申告書は、できるだけご自宅で作成のうえ、
　e-Taxまたは郵送により早めに提出してください。

　水戸税務署では、平成21年分の確定申告期間中は、
平日（月～金曜日）以外でも２月21日と２月28日の日曜
日に限り、茨城県職業人材育成センター（水戸市水府
町８６４－４）において確定申告
書用紙の配布、申告相談、確定
申告書の受付および納付相談
を行います（現金納付の窓口業
務は行いません。）。
　なお、受付時間は午前９時か
ら午後４時までです。
　また、当日は混雑が予想され
ますので、あらかじめご承知お
き願います。

平成２１年分の確定申告時期に
おける閉庁日対応について

水戸税務署
☎０２９－２３１－４２１１
　（自動音声案内）

水戸税務署からご案内水戸税務署からご案内水戸税務署からご案内

　昨年４月１日に開園した元気っ子幼稚園も９カ月が過
ぎ、初年度も残すところ３カ月となりました。
　元気っ子幼稚園では地域に開かれた幼稚園を目指し、
月１回の誕生会に地域ボランティアの協力を得たり、小
さい子と遊ぶ会を行ったりしました。
　１学期は、地域の方々の援助をいただいて園内に畑を
作り、野菜の栽培に取り組み、トマト、ナスなどたくさ
んの作物を収穫することができました。
　２学期には、小川小学校や野田小学校の児童との交流
もありました。幼児たちは、小学生のはきはきしたあい
さつや発表に感動していました。
　園内での七五三を祝う会やお楽しみ会では、１年保育
では味わえ
なかった異
年齢間の交
流 が も て、
年長児とし
ての自覚も
芽生えてい
ます。

元気っ子幼稚園（小川234番地2）

玉里小学校（上玉里1039番地）
かしこく　なかよく　たくましく
　本校では「自ら学び心豊かにたくましく、笑顔あふれる玉
里小」を合い言葉に、239 名の児童が学んでいます。本校で
力を入れている取り組みを３つ紹介します。
　１つめは学力向上です。１時間１時間の授業を大切にする
とともに、担任の手作りの月例テストの実施による基礎学力
の定着、話し合い活動充実による活用する力の育成などに努
めています。
　２つめは豊かな心の育成です。各学期１回の音楽集会、保
護者や地域の方を招いての校内音楽会、合唱団の各種コン
クールへの参加などを通して協力する心、努力する心、感謝
する心などの育成に努めています。
　３つめは保護者や地域の方との連携です。親子行事や総合
的な学習の時間に多くの保護者や地域の方に参加していただ
いたり、本年度より
発足した玉小コミュ
ニティへ積極的に参
加・協力したりする
ことで、学校・保護
者・地域が連携・協
力して児童の教育に
あたれるように努め
ています。

広報おみたま　平成 22年 1月 14日

学 校 紹 介
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下水道へ接続のお願い下水道へ接続のお願い下水道へ接続のお願い 衛生的で快適な生活を
実現するために
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問い合わせ 下水道課　業務管理係（小川総合支所内）
☎４８－１１１１　内線 2121・2122

　「公共下水道」は、豊かな自然環境と衛生的で快適な暮らしを守ります。水路や河川の汚濁の主な原因の一つは、
家庭からの生活雑排水です。
　このような汚濁の原因を解消し、水路や河川の環境をより良くするためにも、公共下水道への接続にご理解と
ご協力をお願いします。

●水洗化した場合の利点
・悪臭がなくなります。
・側溝がきれいになり、ハエや蚊などの害虫が減ります。
・水路などへの生活雑排水の排出がなくなり、地域の環境衛生が向上します。
・便槽の溜まり具合や汲み取りを気にする必要がなくなります。
・浄化槽が不要になるため、その維持管理の手間がなくなります。
●水洗化改造工事は３年以内に
　下水道本管が道路内に布設され、使えるようになった地区に家屋を所有している方は、下水道の法律により３
年以内に汲み取り便所を水洗トイレに改造し、風呂、台所、浄化槽などの汚水、雑排水を下水道に流れるように（排
水設備工事）しなければなりません。
●排水設備工事は指定工事店へ
　公共下水道への接続工事（排水設備工事）をするときは、市が指定した「指定工事店」が行うことになっています。
指定工事店以外が工事を行うと無資格工事となり、基準不適格によるやり直しや罰則が科せられます。
●排水設備工事資金の助成制度
　市では供用開始後３年以内に下水道へ接続いただいた方には、接続にあたり（新築を除く）補助金の交付または、
融資斡旋により金融機関から融資を受けた方に対し、市が利子補給を行う等、必要な資金の助成をおこなってい
ます。詳しくは、下水道課にお問い合わせください。

　来る３月11日の茨城空港開港を記念し、シンポジウムを開催します。

期　　日　2月11日（木）………………開港１カ月前記念イベント
場　　所　小川文化センター（アピオス）　 大ホール
内　　容　テーマ：「（祝）茨城空港開港―茨城空港から世界へ」  ～みんなで育てよう茨城空港～ 
　　　　　（ I部）
　　　　　　⒈基 調 講 演　「世界に広げよう交流の輪－韓国インバウンドの現状」
　　　　　　　 講　　　師　李　容淑（リーヨンス）……国土交通省YOUKOSO JAPAN大使
　　　　　　⒉トークショー　「応援します !茨城空港」 　　磯山 さやか……いばらき大使  
　　　　　　⒊意 見 発 表　「茨城空港にかける私の夢」　各中学校代表
　　　　　（II部）
　　　　　　宮内タカユキショー……アニメソング歌手（小美玉市出身）
　　　　　　〈主な楽曲〉「轟

ゴーゴー

轟戦隊ボウケンジャー」「キン肉マン」「仮面ライダー」シリーズ等挿入歌
　　　　　（特別コーナー）
　　　　　　⒈〈小ホール〉　韓国などの食文化体験コーナー……茨城県国際課 他
　　　　　　⒉〈会場の外〉　 空港周辺７市（小美玉市・行方市・鉾田市・石岡市・かすみがうら市・笠間市・茨城町）

のイベントコーナー

入 場 料　無料
定　　員　1,200 人
主　　催　小美玉市 （財）自治総合センター
共　　催　茨城空港周辺地域資源活用推進連絡会
　　　　　～空と大地と湖のセブンネット～
後　　援　総務省 小美玉市茨城空港利用促進協議会

問い合わせ
小美玉市空港対策課
　〒319-0192  小美玉市堅倉 835
　　   ☎48－1111　内線1171
　　FAX48－1199
　　E-mail  kuko@city.omitama.lg.jp

平成 22年 1月 14日　広報おみたま

（祝）茨城空港開港記念シンポジウム
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　市では、子どもたちの安全で健やかな居場所づくりを推進するために、平成 20年度から「放課後子どもプ

ラン事業」（小学１～６年生）を実施しています。このたび、この事業に携わって子どもたちの安全管理に努め、

一緒に遊んだり生活の指導などをしてくれる指導員の方を募集します。

勤 務 日　　毎週月曜～土曜日（４月１日から）
勤務時間　　月曜日から金曜日は、午後２時ごろ～午後６時
　　　　　　土曜日．長期休業日は、午前８時～午後６時（半日または１日）

勤務形態    　臨時指導員の中で交代勤務（週３～４日前後）
賃　　金　　時給８００円＋交通費
勤 務 地　　市内 12小学校区のいずれか
募集人員　　若干名
募集対象　　特に資格等は必要ありませんが、保育経験者など歓迎します。
募集期限　　２月 26日（金）
申込方法　　 随時受付をしていますので、希望される方は履歴書を教育委員会学校教育課放課後子どもプラン

推進係（小川総合支所２階）まで提出してください。（後日面接を行い、採用を決定します。）

※人材の登録は随時行っています。　

　放課後子どもプランでは、地域住民の参加・協力による、地域の大人と子どもとの交流が重要なテーマとな

っています。

　指導員とともに児童（小学１～６年生）と遊んだり、ゲームをしたり、温かく見守っていただける方を探して

います。週に 1回、月に 1回でも結構です。地元の小学校の子どもたちと楽しく過ごしてみませんか？

活動日・時間　　小学校の授業日の放課後等　午後 3時 00分ごろから午後６時ごろまで（１、２時間程度）
　　　　　　　　土曜日も朝８時から午後６時まで開設しています。

活 動 場 所　　市内の小学校などの余裕教室や専用室を利用して開催しています。
　　　　　　　　※ 本人の希望する学校を事務局やコーディネーター・指導員と相談の上活動内容や時間を決

定します。

　　　　　　　　　また、複数校を掛け持ちすることも自由です。

登録の方法　　 教育委員会学校教育課放課後子どもプラン推進係（小川総合支所２階）まで、お申し出くだ
さい。随時募集していますのでお電話等で気軽にお問い合わせください。

問い合わせ 学校教育課　放課後子どもプラン推進係
☎４８－１１１１　内線 2221・2222

問い合わせ 学校教育課　放課後子どもプラン推進係
☎４８－１１１１　内線 2221・2222

広報おみたま　平成 22年 1月 14日

平成22年度  小美玉市放課後
子どもプランの指導員を募集します

小美玉市放課後子どもプランの
応援ボランティアを募集しています
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① 優先接種対象者に該当する方は、かかりつけ医療機関に問い合わせ、接種の時期を確認し、接種の予
約をしてください。

◆優先接種対象者◆

　　　①妊婦
　　　②基礎疾患をお持ちの方　
　　　③ 1歳から小学校 3年生
　　　④ 1歳未満児等の保護者
　　　⑤優先接種対象者の内、身体上の理由で予防接種ができない方の保護者
　　　⑥小学校 4年生から高校生に相当する年齢の方
　　　⑦ 65 歳以上の方
　　　（＊年齢は接種時点のものとします。）

②接種を受ける医療機関に下記の書類を提示し接種を受けてください。
（提示書類リスト）

対　象　者 提　示　書　類　
①妊婦 母子健康手帳

②基礎疾患をお持ちの方 優先接種対象者証明書（かかりつけ医で発行）
※かかりつけ医で接種する場合は必要ありません。

③１歳から小学校３年生 母子健康手帳または各種健康保険被保険者証
④１歳未満児等の保護者 母子健康手帳、各種健康保険被保険者証または住民票
⑤ 優先接種対象者の内、身体上の理由で予防接種でき
ない方の保護者

優先接種対象者証明書（①の場合と同じです。）
各種健康保険被保険者証または住民票

⑥小学校４年生から高校生に相当する年齢の方 各種健康保険被保険者証、学生証または住民票
⑦ 65歳以上の方 各種健康保険被保険者証、運転免許証または住民票

③接種費用
　接種費用は、自己負担になります。全国で統一された料金です。
　◆同じ医療機関で接種した場合・・・1回目 3,600 円・2回目 2,550 円
　◆異なる医療機関で接種した場合・・1回につき 3,600 円

小美玉市では、優先的に接種できる方々に対し、接種費用の助成を行っています。
　【対象者】小美玉市に住所登録のある優先接種対象者（医療従事者を除く）
　　　　　 ＊助成金額：接種費用の 2,000 円を助成（１人１回限りです。）

◆優先接種対象者の中で、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の方◆
　接種費用の全額を助成します。
　＜市民税非課税世帯の方＞
　　接種を受ける前に市役所税務課、または、支所総合窓口課で証明書を受けてください。
　　（申請書は市役所および各支所に用意してあります。）
　　＊（同一世帯員以外が証明願を申請する場合は、委任状が必要となります。）
　　 12 月末までに世帯員の方で、申告が済んでいない方がいる場合は、証明書の発行に数日かかる場合があります。

申告に関しては、本庁税務課へお問い合わせください。
　＜生活保護世帯の方＞
　　福祉事務所で証明書を受けてください。（申請書は各支所にも用意してあります。）

◆優先接種対象者ですでに接種を済ませた方◆
　四季健康館または各保健センターへ領収書、接種済証明書（医療機関にて発行）、振込み先口座番号、印かん等を持参し、
助成金の申請を行ってください。

※ 医療機関の窓口で助成を受けられるのは、市と契約を締結した小美玉市内および石岡市内の新型インフルエンザワ
クチン接種受託医療機関です。（助成のための申請書が備え付けられています。）それ以外の市外等で接種を受けら
れる優先接種の対象となる方は一旦病院で接種費用を支払っていただき、後日、領収書、接種済証、振込口座、印
かんをご持参のうえ、四季健康館、小川・玉里各保健センターで助成の申請を行ってください。

平成 22年 1月 14日　広報おみたま

新型インフルエンザワクチン接種について新型インフルエンザワクチン接種について
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江戸住宅
町内会

代表：会長　緑川忠雄
設立：昭和 45 年
構成：277 世帯（729 人）

　昭和45年に「江戸住宅町内会」が創設され、今年は
40周年を迎えます。意気盛んな30歳代中心の『燃え
る街』も熟年世代になりましたが、それだけに、豊富
な知識・経験を礎に組織された町内会は、各種多彩
な行事にその本領を如何なく発揮しています。

高場区
代表：区長　小林晃一
設立：昭和 52 年 4月
構成：95 世帯

★ このコーナーでは、まちづくり
　組織を順次紹介しています。

≪おみたまふるさと塾が開講しました !≫
　いま、まちづくりの主役は住民一人ひとり !! いかに、
住民がまちづくりに関わるかが問われています。こう
した中、小美玉市のまちづくりの基本理念である『協働
と連携』を目指し、主体的・自主的にまちづくりを実践
できる市民リーダーの養成を目的に、おみたまふるさ
と塾がスタートしました。
　11月 26日、市役所において開講式が行われ、これ
に続く第１回目の講話「都市計画マスタープランについ
て」では、塾生と講師の間で活発な意見が交わされまし
た。
　塾生は来年３月まで毎月１回のペースで受講してい
きます。２回目は「小美玉市の行財政改革」と「茨城空港
について」の市の取り組む事業について、３回目以降は、
実際にまちづくりを実践している活動団体のリーダー
を講師に、講話と意見交換を行っていきます。

　交流と親睦を図り、住みよい地域づくりのため、次
の活動を実施しています。
○ センターまつり：三世代交流、全員参加を目標に、
秋の１日「みんなが主役、みんなで楽しむ」文化祭、
収穫祭で、区の最大行事です（26回開催）。
○ 羽鳥まつり参加：区の幌獅子をつくって、羽鳥鹿
島神社の夏祭りに参加して10年になります。小中
学生など若い世代が主役となって、２日間の夏祭り
で盛り上がります。
○ クリーンデー：年４回の道路清掃、散乱ゴミ回収、
小枝払いなどの共同作業により、地域環境の整備
をしています。
○ 広報紙の発行：区の活動についての情報提供（年４
回）を行っています（「たかばだより」は206号発行）。
○ その他：新年会など。

　３月の閉講式では、市外のまちづくり活動家を講師
に迎えて、一般公開の講話を開催しますので、ちょっ
と興味をお持ちの方は、ぜひご参加ください。
　まちづくりを実践できる市民リーダーが増えると、
小美玉市はもっともっと活気付くことでしょう。

広報おみたま　平成 22年 1月 14日

まちづくり組織紹介
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－国際交流ひろば－

　11月29日、美野里公民館で、小美玉市国際交流協会主催に
よる「小美玉市国際交流ひろば」が盛大に開催されました。
　この交流会は、市民の皆さんと在日外国人の方々にさまざま
な交流を通じてふれあいを深めていただこうと毎年開催されて
いるもので、今回は、中国やインドネシア、フィリピンなど
12カ国の外国人と市民約 180 人が参加しました。
　ステージでは、野田小学校の児童によるヨサコイソーランや
粋州囃子によるお囃子、玉里創作太鼓による和太鼓が披露され、
また、外国人による歌やフィリピンのバンブーダンス、ペルー
の方によるマカレナなどの踊りも紹介され、全員で楽しみまし
た。
　また、会場には「食文化コーナー」や「茶道体験コーナー」、「茨
城空港 PR コーナー」が設けられ、韓国やスリランカ・タイの
代表的な料理を楽しんだり、本格的なお茶をたてていただいた

　11月４日から、タイのバンコクで開催された AFC U-16 女子
選手権大会（アジア大会）に出場していた西郷地の京川 舞さん
（仙台、常盤木学園高校１年）が大活躍し、見事今年９月にトリ
ニダード・トバコで開催される FIFA U-17 女子ワールドカップ
の出場権を獲得しました。
　試合は、日本代表が３位決定戦で FWの京川選手の４得点の
活躍により、オーストラリアに６対２で圧勝。この大会で、京
川選手は計９得点を決め、アジア大会の得点王に輝きました。
　京川選手は、小学２年生からサッカーに興味を持ち、地元の
堅倉スポーツ少年団に入団。中学では、美野里中学校サッカー
部に入部し、同時に鹿島 LSC にも入団。持ち前の体力と運動神
経を練習と実践トレーニングで開花させ、中学３年間、県選抜
に選出され、２年３年時に関東トレセンリーグ２連覇に貢献し
ました。同時期に、ナショナルトレセンメンバーに、３年時に
はなでしこチャレンジプロジェクト（全国で 25 名）に選出され
ました。
　現在は、女子サッカーの強豪・仙台の常盤木学園高校に在籍
し、夏の全日本高校女子サッカー選手権全国大会優勝に貢献し、
U-16 日本代表メンバーとしてフランス遠征でも３得点を決め、
FWとしての存在感をアピールしました。京川選手の夢は、「な
でしこジャパンで活躍し、世界で通用する選手になること」と
語っていました。

り、国際色溢れる楽しい交流会となりました。

　12月6日、 四季健康館栄養指導室において「～父と子の
料理教室～パパと一緒にクッキング」が開かれました。市
食生活改善推進員の指導で、10組 23名の親子が「オムラ
イス」、「ブロッコリーサラダ」、「コンソメ野菜スープ」、「ぷ
ちぷちフルーツポンチ」の６品に挑戦しました。 
　この料理教室は小美玉市の男女共同参画推進事業で、
家庭や教育現場で醸成してきた男女平等の意識を実際の
行動としていくための取組みであり、同時に心と体を育む
『食育』についても親子で学んでいただくことを目的にし
ています。
　普段捨ててしまうブロッコリーの芯をスープに入れた
り、型抜きして余ったニンジンを細かくして、オムライス
に入れたりして、食材にも命があることを学び、大切に使
いました。できあがった料理は、素材の味を生かした野菜
たっぷりのお料理で、参加者全員で美味しくいただきまし
た。お父さんと子どもたちからは、「卵を割ったり、にんじ
んを切るのが楽しかった」、「お父さんが作ったご飯が美味
しかった」、「娘がさっそく家に帰って、「お母さんに作って
あげよう!」と言っているので、頑張って２人で作ってみま
す」などの感想が寄せられました。普段、お父さんとお料
理をする機会が少ない子どもたちは、笑顔でうれしそうに
料理づくりを楽しみ、親子の絆を深めました。

▲

マ
カ
レ
ナ

ⒸJFA

平成 22年 1月 14日　広報おみたま
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　上吉影老人クラブでは、冬季になると歩道を埋
めつくしている落ち葉が雨によって滑りやすくな
ることから、自発的に危険箇所の掃き掃除を行っ
ています。老人クラブの皆さんによりたくさんの
落ち葉が掃き除かれ、通学する児童生徒の安全が
確保されました。
　また、12 月 21 日には、カーブミラーの拭き
掃除も行われ、高齢者が地域の事故防止のため一
役を担い、地域住民から大変感謝されています。

上吉影老人クラブ

　12月16日、
玉里北小学校
6 年生を対象
に租税教室が
実施されまし
た。この教室
は、市の税務
課職員が講師
となり、市内

小学校 6 年生を対象に実施されているものです。税務課職員
から「小学生１人当り１カ月、どのくらい税金が使われている
と思いますか？」の質問に戸惑っていましたが、約７万円かか
ること、１年間だと、約 85 万円かかることを聞いて驚いてい
ました。
　また、「自分で税金を払ったことがある人 ?」の質問に全ての
児童が、「消費税を払ったことがある !」と答え、「税を払いたく
ない人 ?」の質問には半数の児童が「払いたくない」と答える等、
意見が分かれることもありました。
　途中ビデオで、税金のある暮らしとない暮らしの違いを見た
後に同じ質問をしたところ、ほぼ全員が「払ったほうがいい !」
と答えていました。 その後、税金がどういった形で自分たちの
生活に還元されているかを教えてもらいました。
　この勉強を通じて、さまざまなところで税金が使われている
ことを学び、納税の大切さを学ぶことができました。
　また、この日は、社団法人水戸法人会玉里地区会会長の高木
さんが、地元の事業所の納めている税金が地域に貢献している
ことなどを話してくださり、「税ってなに ?」の啓発冊子やクリ
アファイル、メモ帳をプレゼントしていただきました。

　県主催のコンクールに入賞した児童生徒４名が、11
月 30 日、市長に報告に訪れました。
　「県地域安全マップコンクール’ 09」は、小学生が通
学路や遊び場などの安全を友人や保護者と一緒に地域
安全マップにまとめることにより、危険を予測したり、
回避する力を養うことを目的に行われているもので、
倉本大輝さん（納場小４年）が知事賞を、新妻希美さん

（納場小２年）が、防犯協会理事長賞を受賞しました。
　また、県国土緑化運動・育樹運動コンクール標語の
部で大山 藍さん（玉里北小４年）とポスター原画コン
クールの部で堤 葵生さん（玉里小１年）が知事賞を受
賞しました。

美野里クラブAチーム

　12月12日、
笠松運動公園
陸上競技場において「第
26回県民駅伝競走大会」

（県体育協会主催）が開催
され、大会史上最多の 92
チームが参加する中、ク
ラブ対抗の部（５区間、
15.1745km）で本市から

出場した「美野里クラブ A」チームが優勝に輝きました。同クラブは、
過去にも６度優勝を飾っており、今大会も優勝を狙って各自が自主
トレーニングに励んできたそうです。当日は、暖かな駅伝日和にも
恵まれ、２位に 57 秒差をつける堂々の優勝を飾りました。
　ゴールした比気さんは、「ここ数年、あと一歩のところで優勝を
逃していたこともあり、３年ぶりの優勝はこれまでと違い格別です。
続けてきてよかったです。」と笑顔で話していました。その他、美野
里クラブ B チームも堂々の７位に入賞。同 C チームも好タイムで完
走を果たしました。 
　また、市町村対抗の部に出場した小美玉市チームが、入賞は逃し
ましたがチームとしての過去最高順位で完走しました。
■クラブ対抗の部優勝
　美野里クラブAチーム　47分54秒
　（ 加藤竜路：9 分 41 秒、大山研二：9 分 04 秒（区間賞）、久保田和也：

9 分 32 秒（区間賞）、稲垣陽平：9 分 57 秒、比気龍司：9 分 40 秒）

広報おみたま　平成 22 年 1 月 14 日
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農
林
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省
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は
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年
2

月
1
日
現
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で
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世
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農
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セ
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我
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明
ら
か

に
す
る
最
も
基
本
的
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す
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お
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い
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続
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込
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制
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学
力
検
査
は
行
わ
ず
、
調
査
書
、

面
接
、
作
文
で
選
抜
し
ま
す
。

応
募
資
格

① 

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
方
で
、
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
方
。

② 

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
で
満
20

歳
以
上
の
方
。

募
集
定
員

　

40
人（ 

一
般
入
学
、
成
人
特
例
入

学
を
合
わ
せ
て
）

願
書
受
付
期
間

　

2
月
2
日（
火
）〜
4
日（
木
）

選
抜
期
日　

3
月
４
日（
木
）

問
石
岡
一
高
定
時
制　

☎
2
2
-4
1
3
5

　

障
が
い
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
、県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公

共
職
業
安
定
所
）・
厚
生
労
働
省
茨

城
労
働
局
・
茨
城
県
が
連
携
し
、
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
求
人
す
る
事
業
所
が
出

席
し
、
採
用
選
考
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申
込
み
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平成 22年 1月 14日　広報おみたま

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」 に

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
月
1
日
か
ら
、

平
成
22
年
度
の
県
民
交
通

災
害
共
済
の
加
入
受
付
が

は
じ
ま
り
ま
す
!

火
災
警
報
器
・
自
動
消
火
器

を
給
付
し
ま
す
!

石
岡
一
高
定
時
制

成
人
特
例
入
学
者
募
集

障
が
い
者
就
職
面
接
会
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期　

日

【
土
浦
会
場
】
2
月
5
日（
金
）

　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
2
-2
4
）

【
水
戸
会
場
】
2
月
23
日（
火
）

　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
水
戸
市
宮
町
1
-6
-1
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

対　

象　

求
職
中
の
障
が
い
者
の
方

申
込
方
法　

　

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡（
☎

2
6
-8
1
4
1
）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も
学
べ

る
通
信
制（
単
位
制
）!

　

幅
広
い
年
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

一
般
入
学

　
　

3
月
12
日（
金
）〜
25
日（
木
）

　

編
・
転
入
学

　
　

2
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

　

＊ 

た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

を
除
く
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
。

問
茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校（
通
信
制
） 

　

☎
0
2
9
-2
4
7
-4
2
8
4

　

〒
3
1
0
-0
8
0
4

　

水
戸
市
白
梅
2
-10
-10

　

 http://w
w
w.m
itom
inam

i-h.ed.jp/

と　

き　

2
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
開
演

と
こ
ろ

　

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

大
ホ
ー
ル

　
（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
6
9
7
番
地
）

出　

演

　

茨
城
県
警
察
音
楽
隊

　

茨
城
県
警
察
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

曲　

目　

 

吹
奏
楽
の
た
め
の
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
・
昭
和
40
年
代

ヒ
ッ
ト
曲
メ
ド
レ
ー
・
キ

セ
キ　

ほ
か

入
場
料　

無
料　

駐
車
場　

 

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
警
察
本
部

総
務
課
広
報
広
聴
室
音
楽
隊
係

　

☎
0
2
9
-3
0
1
-7
0
1
8

期　

間　

 

2
月
1
日（
月
）〜
28
日

（
日
）の
1
カ
月
間
。
た
だ

し
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

相
談
内
容　

 

相
続
登
記
に
関
す
る
相

談（
無
料
）

受
付
お
よ
び
実
施
場
所

　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

問
茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
0
2
9
-2
2
5
-0
1
1
1

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
の
悩
み

に
つ
い
て
、
臨
床
心
理
士
が
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、
職

場
の
こ
と
な
ど
心
配
や
悩
み
事
を
抱

え
て
い
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

（
通
話
料
金
は
自
己
負
担
）

実
施
日   

1
月
31
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

　

☎
0
2
9
-8
5
8
-4
0
8
1

　

☎
0
2
9
-8
5
8
-4
0
8
2

（
当
日
限
り
）

　

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金（
時
間

額
）が
、
次
の
①
〜
④
の
と
お
り
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

（
効
力
発
生
日
平
成
21
年
12
月
31
日
）

　

①
鉄
鋼
業
…
…
…
…
…
7
8
5
円

　

② 

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業
…
…
…
…
…
…
7
7
2
円

　

③ 

計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
、
時
計
・
同
部
分

品
製
造
業
…
…
…
…
7
6
5
円 

　

④
各
種
商
品
小
売
業
…
7
3
7
円

問
茨
城
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室 

　

☎
0
2
9
-2
2
4
-6
2
1
6

　

県
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を

推
進
す
る
た
め
、「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
」の
普
及
を
進
め
て
お
り
、

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、
こ
の

体
操
を
普
及
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
」の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
の
全
日
程
を
修
了
し
、
認

定
基
準
を
満
た
し
た
方
に
、
茨
城
県

知
事
の
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

日　

程（
各
コ
ー
ス 

８
日
間
）

　

・
コ
ー
ス
名
68

　
　
　

 

4
月
5
日
、
8
日
、
12
日
、

15
日
、
19
日
、
22
日
、
26
日
、

28
日

　

・
コ
ー
ス
名
69

　
　
　

 

4
月
6
日
、
9
日
、
13
日
、

16
日
、
20
日
、
23
日
、
27
日
、

30
日

　

・
コ
ー
ス
名
70

　
　
　

 

5
月
10
日
、
13
日
、
17
日
、

20
日
、
24
日
、
27
日
、
31
日
、

6
月
3
日

　

・
コ
ー
ス
名
71

　
　
　

 

6
月
7
日
、
10
日
、
14
日
、

17
日
、
21
日
、
24
日
、
28
日
、

7
月
1
日

　

・
コ
ー
ス
名
72

　
　
　

 

6
月
22
日
、
25
日
、
7
月
2

日
、
6
日
、
9
日
、
13
日
、

16
日
、
20
日

会　

場　

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
水
戸
市
笠
原
町
9
9
3
-2
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
45
分

　
　
　
　
（
1
日
5
時
間
程
度
）

　
　
　
　

初
日
の
み
9
時
45
分
開
講
。

受
講
資
格

　

・ 
県
民
で
、
平
成
22
年
4
月
1
日

現
在
で
60
歳
以
上
の
方
。（
50

歳
以
上
の
方
申
込
み
で
き
ま
す

が
、
60
歳
以
上
の
方
が
優
先
さ

れ
ま
す
。）

　

・
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
こ
と
。

　

・ 

認
定
後
に
地
域
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

　

・ 

講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き

る
こ
と
。

定　

員  

2
0
0
名

内　

容  

講
義（
介
護
予
防
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
解
剖
運

動
学
、
加
齢
と
運
動
器
の
障
害
、
食

生
活
と
栄
養
ほ
か
）、
実
技（
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
）、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会
の
内
容
も
含

ん
で
い
ま
す
。

費　

用　

無
料（ 

た
だ
し
交
通
費
、
昼

食
代
は
各
自
負
担
）

申
込
期
間　
2
月
2
日（
火
）〜
22
日（
月
）

　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
の〈
往
信
の
宛
名

面
〉に「
〒
3
1
0
-0
8
5
2 

水
戸

市
笠
原
町
9
9
3
-2 

茨
城
県
立
健

康
プ
ラ
ザ 

行
き
」と
、〈
往
信
の
裏

面
〉
に「
①
住
所
・
郵
便
番
号
②
氏

名
・
ふ
り
が
な
③
性
別
④
生
年
月
日

（
平
成
22
年
・
4
月
1
日
時
点
の
年

齢
）⑤
電
話
番
号
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
⑥
受
講
で
き
る
コ
ー
ス

番
号
を
全
て
」と
、〈
返
信
の
宛
名
面
〉

に「
受
講
者
の
住
所
、
氏
名
」を
記
入

し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
決
定　

 

３
月
３
日
ま
で
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
問
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

介
護
予
防
推
進
室

　
　

☎
0
2
9
-2
4
3
-4
2
1
7

広報おみたま　平成 22年 1月 14日

水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程　

生
徒
募
集

お
ま
わ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間

茨
城
県
臨
床
心
理
士
会

　
「
第
11
回
こ
こ
ろ
の

健
康
電
話
相
談
」

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金
改
定

　
〜
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
!

使
用
者
も 

労
働
者
も
〜

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
3
級
養
成
講
習
会
」

受
講
者
募
集
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　やすらぎの里・小川では、本
年度、郷土の歴史を５回シリー
ズで学ぶ講座を開設しました。
　郷土茨城の誇れる古典に常陸
国風土記があります。国府は、
小美玉市に隣接していました。
　江戸時代の前期、小川は水戸
藩に編入されました。小川に常
番を置き、小川河岸から江戸へ
と米船を送ったことに始まり、
小川河岸は江戸の繁栄とともに
大いに発展しました。
　江戸時代の中期、水戸藩は、大洗、涸沼、巴川を運河で結ぶ工事を開始しました。「勘十郎堀」と言われる運河開削工
事です。しかし、不運にも実用化には至らず、未完に終わりました。この工事には、領内各地の農民が延べ 130 万人
も動員されるという巨大なプロジェクトでした。
　さらに、江戸時代の末期、本市が生んだ偉人・本間玄琢は、当時日本の最先端ともいえる医学研修所を創設しました。
　この講座はとても好評で、受講生は毎回、熱心な学びの時間を過ごしていました。

対　　象　市内在住・在勤・在学の方
と　　き　2月 19日（金）午前 10時～正午
と こ ろ　美野里農業公社　研修室
講　　師　酒川　香　先生
参 加 費　400 円
募集人員　15名（先着順）
　　　　　※ 1人 2名までお申込みできます。
申込期間：2月3日（水）～7日（日）午前9時～午後5時
　　　　　 羽鳥ふれあいセンター（☎４６－４７４８）

へ参加費を添えてお申込みください。　　
持参するもの：筆記用具

春から夏の野菜を栽培するために
知っておきたい事を学びます。

対　　象　市内在住・在勤・在学の方
と　　き　2月12日（金）午後1時～3時
と こ ろ　羽鳥公民館　第 1・2研修室
講　　師　備海　牧子　　先生
　　　　　羽石　八重子　先生
参 加 費　1,650 円（受講料 400 円＋材料費 1,250 円）
募集人員　15名（先着順）
　　　　　※ 1人 2名までお申込みできます。
申 込 み
　1月 29日（金）～ 2月 5日（金）まで
　1月 29日（金）、2月 1日（月）、4日（木）、5日（金） 
　⇒午前 9時～午後 5時まで
　1月30日（土）、2月2日（火）⇒午前9時～正午まで
　2月 3日（水）⇒休館日
　羽鳥公民館へ参加費を添えてお申込みください。
　☎４６－１５１９
　ただし、
　1月 30日（土）、2月 2日（火）⇒12時～午後 5時と
　1月 31日（日）⇒午前 9時～午後 5時
　は美野里公民館で受付します。
　美野里公民館へ参加費を添えてお申み込ください。
　☎４８－１１１０
　※2月3日（水）は美野里公民館も休館日となります。
持参するもの　 ボンド、はさみ、ボールペン、定規、縫い針、ほお紅、

カッター、刺しゅう針、新聞紙または厚紙

あみぐるみでもぬいぐるみでもない
マスコットを作ってみよう !

手作り講座

春のニット展　とき：2月15日（月）～2月27日（土）
　　　　　　　　　　午前 9時～午後 10時
押 し 花 展　とき：3 月 1日（月）～ 3月 20日（土）
　　　　　　　　　　午前 9時～午後 10時
　　　　　　　　　　※最終日（20日）は午後4時まで
　展示場所はどちらも美野里公民館ロビーです。
  （水曜日と祝日は休館。）
【主催】小美玉市文化協会手芸クラブ（編物・押し花）

ベストやセーターなど春らしいニット作品や
押し花のギャラリー展です。ぜひご覧ください。

本間玄琢生家での養生訓

▲

工事で亡くなった人の供養塔 

平成 22年 1月 14日　広報おみたま

郷 土 の 歴 史 シ リ ー ズ  　

春からの野菜講座Q&Aフェルト羊毛で作るマスコット（パフマスコット）

春のギャラリー展（ニット、押し花）

小美玉市の歴史を学ぶ !



けんこうビューけんこうビューけんこうビュー

食事バランスに気をつけて健康な身体をつくりましょう！
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　食事内容は日本型食生活から欧米化し、穀類に由来する炭水化物（ご飯、パン、麺類）からのエネルギー量は
減少し、かわりに肉や油脂などの脂質エネルギーが増加しています。これらに比例するかのように増加している
のが、肥満人口です。メタボリック症候群の最大の要因といわれる肥満は、生活習慣病のリスクを高めます。と
くに 30歳代から 60歳代の男性を中心として急増しており、これは、野菜の摂取不足、食塩、脂質のとり過ぎ、
糖分の多い飲み物や菓子類のとり過ぎ、不規則な食事時間や朝食の欠食などの食生活上の問題との関連が指摘さ
れています。
　健康を維持するための食生活は栄養のバランスを考えた食事が大切です。3大栄養素、P（タンパク質）F（脂質）
C（炭水化物）の割合をどのように配分するかによって健康に大きく影響してくるのです。理想的な PFC のバラン
スの割合はタンパク質が 15%、脂質が 25%、炭水化物 60%と言われています。炭水化物（ご飯、パン、麺類）が
多いように思われますが、主食をしっかりとることによって栄養のバランスが保てるのです。これらの食事に副
菜や汁物などの野菜を 1日に 350g 位とりましょう。

★バランスのよい食事の基本

○ 1日 3食、主食・主菜・副菜（野菜中心のおかずをできれば 2品）をとりましょう。
○ 主食・主菜・副菜で、同じような調理をしないようにしましょう。（主菜が油ものなら副菜はさっぱりした
ものをとりましょう。）

○ 主菜や副菜はいろいろな食材を使いましょう。（食品の種類を増やすことで、いろいろな栄養素をとること
ができます。）

○塩分や脂質のとり過ぎに注意しましょう。

★ 1食の食事例　　

　この食事例に間食やデザートとして牛乳 180 ミリリットル（コップ約 1杯）、牛乳が苦手な人はかわりにプレ
ーンヨーグルト 180 グラムでもかまいません。その場合は、砂糖を入れないで食べましょう。また、果物はビ
タミンやミネラル、食物繊維が豊富ですが糖分も多いので摂りすぎに注意をしましょう。
　りんごなら中 1個、みかんなら中 2個くらいがよいでしょう。このように組み合わせれば 1日の食事のバラ
ンスをよくとることができます。

主菜
副菜

主食 汁物

主に魚、肉、たまご、
乳製品、豆類など、タ
ンパク質やカルシウムを
十分にとりましょう。
脂肪はひかえめに。

野菜を中心にビタミ
ン、ミネラル、食物
繊維を十分にとりま
しょう。

米・パン・めん類などの
穀類で、糖質からのエネ
ルギーをとりましょう。

野菜や海藻をたくさ
ん使って第二の副菜
的役割に。

広報おみたま　平成 22年 1月 14日



20

小
川
俳
句
会

　

流
る
る
に
委ま

か

せ
る
余
生
年
惜
し
む　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

動
く
も
の
皆
せ
わ
し
げ
に
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

信
州
路
川
中
島
は
小
春
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

小
春
日
は
里
山
包
み
鳥
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

万
両
や
時
の
流
れ
は
矢
の
如
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子　

み
づ
う
み
俳
句
会

　

十
二
月
八
日
雑
炊
す
す
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

令　

子

　

筑
波
嶺
に
冠
雲
し
る
き
枯
尾
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

柚
子
の
香
を
肌
に
ほ
ん
の
り
終
い
風
呂　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

枯
れ
て
な
ほ
光
を
は
な
つ
尾
花
か
な　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

筑
波
嶺
に
雲
一
つ
な
き
枯
野
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会　
　

　

秋
時
雨
計
り
し
如
く
町
境　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠　

原　

新　

草

　

行
き
よ
り
も
帰
り
の
映
ゆ
る
紅
葉
山　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

櫓
田
の
景
色
と
な
り
ぬ
鷺
一
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

一
陣
の
風
に
ま
ろ
び
つ
落
葉
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

赤
と
ん
ぼ
雲
一
つ
な
き
筑
波
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

欅
の
会

　

ラ
イ
オ
ン
の
檻
の
前
な
る
懐ふ

と
こ
ろ
で手　

　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

風
吹
い
て
雲
を
流
し
て
み
ん
な
冬　
　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　

伊
都
子

　

焼や
き
い
も藷
や
隣
へ
愚
痴
を
置
き
に
行
く　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

忘
年
会
い
つ
も
笑
顔
の
ひ
と
つ
減
り　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

十
二
月
き
っ
ぱ
り
と
あ
る
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

恵
ま
れ
て
憩
ひ
し
今
日
の
小
春
か
な　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

掃
き
寄
せ
て
掃
き
寄
せ
て
な
ほ
落
葉
か
な　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

　

裸
木
と
な
り
て
た
く
ま
し
大
銀
杏　
　
　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

　

掌
て
の
ひ
らに
受
け
し
一
片
冬
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

塚　

幸　

子

　

冬
菜
畑
媼お

う
な
こ
ま
め
に
手
入
れ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
散
り
敷
き
て
お
り
石
だ
た
み　
　
　
　
　
　

中　

里　

和　

江

　

銀
杏
黄も

み
じ葉
仏ぶ

っ
し
ゃ
り

舎
利
塔
の
如
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

森　

俊  

　

新
玉
の
文も

ん
じ字
は
新
と
大
書
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

蓮
堀
り
の
エ
ン
ジ
ン
う
な
る
朝
ぼ
ら
け　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ 
　

紺
の
れ
ん
揺
ら
す
湖う

み
か
ぜ風
石つ

わ蕗
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

露
天
湯
に
灯ほ

影か
げ

の
揺
る
る
夜
半
ひ
と
り
長
く
浸
り
て
痛
む
膝
撫
づ
る　
　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

歌
垣
の
思
ひ
は
深
く
復
活
す「
火
の
国
ま
つ
り
」堀
原
の
地
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

　

紅
薄
く
ひ
い
て
初
の
敬
老
会
に
コ
ス
モ
ス
揺
る
る
畑
道
急
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

一
人
居
の
吾
が
台
所
に
青
蛙
小
さ
き
体
を
延
ば
し
て
は
ね
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

み
ど
り

　

敬
老
を
祝
さ
れ
て
集
う
公
民
館
に
児
童
か
ら
の
手
紙
も
嬉
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　

本　

智
恵
子 

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

　

旅
先
に
泣
く
子
を
あ
や
す
若
き
母
遠
き
昔
の
我
と
重
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

満
月
の
空
に
向
い
て
た
だ
思
う
わ
れ
の
心
も
丸
く
あ
り
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

　

き
み
ま
ろ
が
笑
い
の
種
に
使
う
言
葉
老
女
の
中
の
わ
れ
も
一
人
か　
　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

夏　

江

　

か
の
時
に
な
ぜ
捨
て
る
な
ど
と
誓
い
し
か
命
の
重
み
年
毎
に
知
る　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷　

野　

年　

雄

　

薪た
き
ぎ
の
う能
余
韻
に
ひ
た
る
幕
の
間
を
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
鈴
虫
は
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

平　

勇　

次

み
の
り
短
歌
教
室

　

新
種
と
う
ゆ
ず
切
る
刃
先
に
ほ
と
ば
し
る
果
汁
は
沢
に
種
一
つ
な
し　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

人
も
木
も
ク
レ
ー
ン
に
つ
ら
れ
宙
に
浮
く
五
十
年
の
防
風
林
一
日
に
消
ゆ　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

フ
ェ
リ
ー
着
き
て
荷
を
積
み
降
ろ
す
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
忙
し
き
大
洗
港　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子

　

洞
深
き
千
年
桜
の
裸
木
に
春
を
約
し
て
夫
と
見
上
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

　

冷
え
こ
み
し
夕
べ
網
戸
の
蟷
螂
を
移
さ
ん
と
す
れ
ば
鎌
ふ
り
か
ざ
す　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

知　

子

玉
里
短
歌
会

　

叱
る
時
は
確し

か
と
叱
れ
と
言
う
夫
の
爺
ち
ゃ
ん
砦
が
一
番
も
ろ
し　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

実み
し
ょ
う生
よ
り
父
育
て
呉
れ
し
五
葉
松
を
庭
師
二
人
が
鋏は

さ

む
音
冴
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ

　

貰
い
湯
の
帰
り
の
夜
道
の
月
明
か
り
母
と
二
人
の
貧
し
か
り
し
日　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生

　

妹
に
励
ま
さ
れ
受
け
し
腸
検
査「
異
状
な
し
」と
女
医
は
微
笑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ

　

百も

ず舌
の
声
頭
上
に
高
き
秋
の
暮
残
り
柿
ひ
と
つ
梢
に
赤
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ
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文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3  ☎0299（48）2568
健康増進・メタボ対策にもどうぞ

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
　JBDFプロダンス
　インストラクター

健　　康 （水） 10：00～　ベーシック（土）10：00～
入門・初級 （火） 14：00～   （土） 11：00～
初　　級（月・金）20：00～   （金） 10：00～
初級・中級 （月） 13：30～   （水） 14：00～
中　　級 （火） 10：00～  （水・木）20：00～
全コースとも、月4回で、4,000円!!

★個人レッスンはご希望の時間で予約受付中

体
験
レ
ッ
ス
ン

 

一
，〇
〇
〇
円

★団体レッスンコース（見学自由）
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玉
里
地
区
の
、下
玉
里
字
岡
に
、

岡
岩
屋
古
墳
と
い
う
円
墳
が
あ
り

ま
す
。
直
径
40
ｍ
の
円
墳
で
横
穴

式
石
室（
遺
体
を
納
め
る
た
め
の

施
設
）が
露
出
し
た
古
墳
で
す
。

石
室
の
規
模
は
幅
が
約
2
m
、
奥

行
が
3
・
4
m
、
高
さ
約
2
m
と
、

県
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
横
穴
式

石
室
の
中
で
も
、
大
規
模
な
も
の

で
、
7
世
紀
後
半
の
首
長
墓
だ
と

想
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
岡
岩
屋
古
墳
で
す

が
、
実
は
と
あ
る
事
が
と
て
も
有

岡 

岩 

屋 

古 

墳

名
で
す
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
、

水
戸
黄
門
で
知
ら
れ
る
徳
川
光
圀

に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
古
墳
だ
と
い

う
事
で
す
。
明
治
時
代
に
完
成
さ

れ
た「
新
編
常
陸
国
誌
」と
い
う
本

に
、

　
「
光
明
寺
中
ニ
石
槨
ア
リ
、
竪

二
間
、
横
一
間
半
、
高
六
尺
ア
リ
、

其
上
ニ
観
音
堂
ヲ
創
セ
ル
故
、
岩

屋
観
音
ト
称
ス
、
元
禄
三
年
、
水

戸
義
公
其
槨
ヲ
発
シ
観
玉
フ
ニ
、

内
に
刀
鎧
鏃
ノ
類
ア
リ
、
皆
朽
腐

シ
テ
黄
金
ヲ
装
飾
ト
ナ
セ
シ
物
僅

ニ
存
セ
ル
ノ
ミ
ナ
リ（
後
略
）」

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
記
述
か
ら
元
禄
三
年

（
1
6
9
0
）、
徳
川
光
圀
が
命

じ
て
、
岡
岩
屋
古
墳
の
発
掘
が
行

な
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
大

刀
、
桂
甲
、
鉄
鏃
な
ど
が
出
土
し

た
と
知
る
事
が
で
き
る
の
で
す
。

徳
川
光
圀
は
、
歴
史
を
大
変
重
要

視
し
て
お
り
、「
大
日
本
史
」の
編

さ
ん
に
着
手
し
た
事
で
も
著
名
な

人
物
で
す
。
時
代
劇
の
水
戸
黄
門

で
お
な
じ
み
の「
助
さ
ん
」「
格
さ

ん
」
も
、
実
は
こ
の「
大
日
本
史
」

編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
り

ま
す
。
お
そ
ら
く
、
徳
川
光
圀
は

「
大
日
本
史
」編
さ
ん
に
あ
た
っ
て

文
献
史
料
だ
け
で
は
な
く
、
太
古

の「
遺
跡
」の
重
要
性
も
認
識
し
、

そ
の
資
料
収
集
の
た
め
、
こ
の
古

墳
の
発
掘
に
着
手
し
た
の
で
し
ょ

う
。
他
に
徳
川
光
圀
に
よ
る
発
掘

と
し
て
は
、
栃
木
県
の
那
須（
水

戸
藩
の
飛
び
地
が
あ
り
ま
し
た
）

に
あ
る
上
侍
塚
古
墳
、
下
侍
塚
古

墳
が
著
名
で
す
。

　

小
美
玉
市
の
玉
里
地
区
は
、
古

墳
が
多
い
こ
と
で
著
名
な
地
域
で

す
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
意
外

な
歴
史
物
語
が
あ
る
の
で
す
。

※
新
編
常
陸
国
誌
は
、
玉
里
図
書

館（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ

ス
内
）で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
次
回
の
掲
載
は
3
月
号
で
す
）

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
２
６
―
９
１
１
１
】

〜
徳
川
光
圀
が
発
掘
し
た
古
墳
〜

広報おみたま　平成 22年 1月 14日

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
⑩



2月7日・11日・14日

◆受付　午前９時～11時30分 　午後１時～３時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

2月6日・7日・10日・11日・13日・14日

◆受付 　午後７時～10時30分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）2月前半2月前半2月前半 2月前半2月前半2月前半緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日
7

11

14

石岡市医師会病院　　（石岡市）　　 ☎(22)4321

斉藤病院　　　　　　（石岡市）　　 ☎(26)2131

関クリニック　　　　（石岡市）　　 ☎(23)8300

22
次回広報おみたま２月号の発行日は 2月10日（水）です。この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http：//www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

〈編集・発行〉小美玉市役所秘書広聴課
　　　　　　　　    ☎ 0299－ 48－1111　内線1221

小
お

田
だ

島
じま

　優
ゆう

斗
と

ちゃん
　（平成 20年 3月 25日生）
◆ サッカー大好き、パワフルボーイ !!
目指せ !! Ｊリーガー☆

　小美玉市茨城空港利用促進協議会では、平成 22年 3月 11 日開港
の茨城空港の利用促進と知名度アップを目的に、下記により平成 22
年3月茨城空港開港記念「第2回小美玉ゆめ未来芸術展」を開催します。
　小美玉で育ち学び、無限の可
能性を秘めた市内の小・中学
生による、茨城空港から未来へ
羽ばたく夢を描いた作品総数
1,142 作品の力作をぜひご覧く
ださい !　
　4名の著名なグラフィックデ
ザイナーが全作品を審査し、入
賞作品には審査員の意見が添え
られています。また、併せて各
審査員の作品も展示予定です。

展 示 期 間：2月 6日（土）～ 14日（日）午前 9時～午後 9時
　　　　　　ただし、初日は表彰式終了後から、最終日は午後3時まで。
入賞者表彰式：2月 6日（土）午前 10時～
会　　　場：展　示……四季文化館（みの～れ）風のホール
　　　　　　表彰式……四季文化館（みの～れ）森のホール
主　　　催：小美玉市茨城空港利用促進協議会
後　　　援：小美玉市、小美玉市教育委員会
問い合わせ：小美玉市茨城空港利用促進協議会事務局
　　　　　　（小美玉市空港対策課内）
　　　　　　　☎４８－１１１１　内線 1171、1172
　　　　　　FAX４８－１１９９

島
し ま だ

田　徳
と く ま

馬ちゃん
　（平成 21年１月 10日生）
◆ これからも、お外でいっぱい遊
ぼうね !!

平成 22年 1月 14日　広報おみたま




